
—　—1

27行＝21.077

28行＝19.667

29行＝18.357

30行＝17.138

31行＝16

32行＝14.936

33行＝13.938

34行＝13（標準）

35行＝12.118

36行＝11.286

37行＝10.5

38行＝9.757

39行＝9.053

40行＝8.385

41行＝7.75

42行＝7.146

43行＝6.572

※本文の版面サイズは

　170×251.75ミリ

ただし、端数で若干天地の数字に誤差

がある。1/1000ミリ単位の桁の為、

許容範囲内と定義する。

１段=76.5ミリ　段間=17ミリ

１段目のセンター X=58.25

２段目のセンター X=151.75

ページのセンター X=105

★本文は17Q（4.25ミリ）

★キャプションは14Q　行間８H

☆ルビは８級でオープンタイプのチェックを外す

●全管連ジャーナル2024.２ 全管連ジャーナル● 2024.２

１　はじめに
　排水設備は私有地等に設置され、公共
下水道に接続して下水を流入させる重要
な施設です。宅地内の下水を排除する機
能を十分に発揮させ、公共下水道の機能
を維持するため、関係法令に定められた
基準に従い、適正に設計、施工されなけ
ればなりません（図１参照）。
　そのため、排水設備は一定水準以上の
技術を持つ者による施工管理が必要であ
り、各都道府県の下水道協会等では、そ
のための資格試験を実施し、合格者に対
する排水設備工事責任技術者の登録を
行っています。また、資格を取得した排
水設備工事責任技術者には、５年毎に更
新講習の受講が義務付けられています。
　本稿では、令和５年度の排水設備工事
責任技術者共通試験に関する弊社の取組

みについて紹介します。

２　試験の動向について
　令和５年度の試験は、新型コロナウイ
ルス感染症が感染症法上の５類に移行し
て以来、初めて行われたものであり、会
場では受付での検温等は行わず、手指消
毒や咳エチケットの励行、適宜の換気等
の基本的な感染防止対策を徹底したうえ
で、各都道府県において試験が実施され
ました。しかしながら、今後の感染状況
等により国の指針が変更または修正され
る可能性がありますので、必ず試験の実
施機関（各都道府県下水道協会または下
水道公社等）の募集案内及び最新の情報
を確認のうえ、申込み手続きを行うよう
にして下さい。

令和５年度　排水設備工事責任技術者共通試験について
東京都下水道サービス株式会社

図１　排水設備と公共下水道
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1�共通試験問題の概要及び合格基準につ
いて
　本試験は従来、各市町村単位で行われ
ていましたが、全国的に技術水準の統一
化と市町村業務の負担軽減を図るため、
平成20年度より23都道府県で日本下水
道協会が作成する共通試験問題による試
験が始まり、平成30年度からは47都道
府県すべてで共通試験問題が導入されて
います。この試験問題の形式は、公益社
団法人日本下水道協会のホームページに
掲載されており、合格基準も定められて
います（表１参照）。この基準では、各
分野で満遍なく得点することが求められ
ています。受験される方は、一度確認し
ておいてください
2�日本下水道協会が発行する参考図書に
ついて
　試験に合格するためには、法令の条文
や用語を理解しなければなりません。試
験問題は下水道法令の改定や、各関係基
準の改訂内容に沿って出題されるため、
整合を図り改定された「下水道排水設備
指針と解説」に合わせてテキスト改訂も
行われるので、その都度確認が必要で
す。また、技術分野では排水管の管底高
や汚水ますの深さなどを求める計算問題

が必ず出題されるので、実際に練習問題
を解いて計算ができるようにする必要が
あります。受験対策として、日本下水道
協会が作成している以下の冊子を事前に
入手し、よく読み込まれることをお勧め
します。
①�「排水設備工事責任技術者講習用テキ
スト」（平成29年３月発行）

②�「排水設備工事責任技術者試験標準問
題集」（平成29年３月発行）

③�「下水道排水設備指針と解説」（2016
年版改訂）

　これらは日本下水道協会のホームペー
ジから申込みができます。また、①と②
については全管連でも地元組合を通じて
会員へのあっせん取扱を行っています。

３　�試験対策としての講習会業務等に関
する弊社の取組み

1�地方の下水道協会等が主催する試験準
備講習会への講師派遣

　各県の下水道協会や管工事組合では、
排水設備工事責任技術者の資格取得を支
援するための試験準備講習会を開催して
いるところもあります。弊社では、これ
らの講習会の講師として経験豊富なベテ
ラン社員を派遣しており、令和５年度は

各下水道協会のホームページ情報から、ここ数年の合格率は概ね40～50％台となっています。

表１　試験問題の形式

試 験 問 題 地域性を排除した全国共通的な内容
出 題 範 囲 下水道法令及び「下水道排水設備指針と解説」の項目
出題設問数 30問
出 題 方 式 択一式、穴埋め式、○×式を組み合わせたもの
解 答 方 式 マークシート方式

満　　　点
100点（法令：30点、技術：70点）
・法令：排水設備に関する関係法令（下水道一般知識含む）
・技術：調査（測量）・設計・施工・計算問題

合 格 基 準 総得点70点以上かつ法令・技術の各区分の得点率が50％以上
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１都９県において、約900名の方々に受
講して頂きました（写真１参照）。
2弊社が主催する講習会
　弊社では、下水道協会や管工事組合等
による講習会が主催されない地域におい
ても受験者を支援するため、有料で試験
準備講習会を主催する取組みも併せて
行っています。令和５年度は１都５県で
開催し、約210名の方々に受講して頂き
ました。こうした試験準備講習会を活用
して、効果的に得点力アップを図ること
ができます。実際、令和５年度における
東京都の試験では、都発表の合格率が５
割あまりだったのに対し、弊社が都内で
行った講習会の受講者ではそれが約７割
という結果が得られました。排水設備工
事責任技術者を目指している方は、ぜひ
受講を検討してみてください。
　弊社では、試験準備講習について、受
講者と主催者方の皆様方に満足していた
だけるように、講習内容のアップデート

はもちろん、派遣講師の技法向上のため
の社内養成研修を行うなど、常に講習の
質の向上に取り組んでいます。
　特に、弊社が制作した「受験準備講習
会用テキスト」は、豊富な講習実績と責
任技術者試験の数多くの合格者から集め
た試験情報をもとに、受験者の皆様がつ
まずきやすい「計算問題」を重点的に解
説した内容となっています。このテキス
トも令和５年８月に改訂し、分かりやす
くカラー化するとともに、解き方のコツ
を追加する等、内容を充実させ、受講者
の皆さまから好評を得ています。なお、
このテキストは一般での販売はしておら
ず、有料の講習会や以下のｅラーニング
受講時に配布しています。令和６年度も
これまでと同様に、講師派遣や講習会を
開催する予定です。
3ｅラーニングによる試験準備講座
　弊社では、平成25年度から「下水道
排水設備工事責任技術者試験受験準備講

写真１　真剣に講習を受ける受講者（試験前講習会実施状況　令和５年９月撮影）
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座（ｅラーニング）」を、有料で開設し
ています。本講座は、講師の経験やノウ
ハウを基に厳選した演習問題を盛り込む
とともに、解答に詳細な解説を加えてお
り、講習会への参加が難しい受験生向け
の学習教材として提供しています。ｅ
ラーニングの特長としては、以下のこと
が挙げられます。
・��パソコンやタブレットにより、空き時
間に自分のペースで学習出来ます。

・��繰り返し学習も出来るため、不得意分
野の対策に効果的です。

・���演習問題を中心に学習することで実
力がつきます。

・��模擬試験を受けることで、自分の苦手
な分野が分かります。

・��分かりやすい解説で学習すること
で、さらに理解が深まります。

　（�弊社HP　ｅラーニング：�ht tps：//
www. t g s−e l e a r n i n g . j p / e l−h p /�
図２参照）

　また令和３年度には、パワーポイント
と講師のナレーションによるビデオレッ
スン４編（心構え、法令、技術、計算）
を配信するなど、講座内容をリニューア
ルしました。新型コロナが５類に移行し
たとはいえ、未だ感染症への懸念から、
講習会への参加に不安を感じている受験
生の方もいらっしゃると思います。その
ような方にも場所を選ばず学習できるこ
とから、本講座はお勧めです。令和５年
度には約100名の方々に受講して頂き、
「演習や模擬試験の問題構成がよく解説
が分かりやすい」、「模擬試験を受けるこ
とで苦手な分野が分かった」等のお声を
頂いております。受講期間も通常の１年

図２�ｅラーニング案内�
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コースに加え、本試験前に集中して勉強
できる２か月間の「お急ぎコース」も用
意していますので、興味を持たれた方
は、体験版でのお試しや資料請求をして
いただき、受験準備のツールとしてご活
用ください。
　弊社では、公共下水道の維持管理等の
業務を行う社員が自己研鑽のため、共通
試験を受験しており、社内で勉強会を開
催し、受験者のサポートを行っていま
す。多くの受験者は、テキストの読み込
みなど試験準備を最低６か月前から始め
ているようです。本番２か月前の勉強会
への参加後は、講習会テキストとｅラー
ニングで繰り返し勉強し、今年度は受験
者全員が試験に合格しました。皆様の受
験への取組みの参考にして頂ければ幸い
です。
4講習会情報
　令和３年度から弊社ホームページに
「排水設備工事責任技術者」総合ページ
を開設し、利用者サービスの向上を図っ
ています。以下のような試験及び講習に
関する情報をまとめていますので、一度
アクセスしてみてください。
・�関係法令や本試験の各都道府県におけ
る実施機関など、これから資格を取得
する方、すでに資格をお持ちの方に役
立つ情報を掲載しています。
・�弊社自主事業の講習会や、ｅラーニン
グ受験準備講座にオンラインでお申し
込みができます。
・�関係機関（日本下水道協会、全国管工
事業協同組合連合会等）へのリンクを
載せています。
　（�弊社HP�「排水設備工事責任技術者」
総合ページ：https：//www. tgs―

sw.co . jp/ha i su i―en j ineer/）

４　受験される皆さんへ
　弊社における排水設備工事責任技術者
講習会業務の受講者は、累計22万人を
超えています。近年では、各都道府県下
水道協会や受験生のニーズに応え、技術
者育成をお手伝いするため、試験準備講
習会や責任技術者更新講習会の業務拡大
に力を入れています。また、令和３年度
より手続きのデジタル化の一環として、
入力フォームを活用したオンラインによ
る申し込みを開始しました。
　全国の汚水処理人口普及率は92.9％
（令和４年度末）まで高まっていますが、
建て替えや老朽化による設備改築など、
排水設備工事は今後ともニーズがある仕
事です。これからも排水設備工事に従事
する、より多くの技術者がこの試験にチャ
レンジし、合格された皆さんが質の高い
排水設備工事を行える責任技術者として
活躍されることを期待しております。
　弊社では、引き続き排水設備工事責任
技術者の講習会業務等を幅広く行うとと
もに、これまでの経験やノウハウを活か
して、全国の排水設備工事責任技術者の
技術力向上、各自治体担当機関の負担軽
減に貢献するために最善を尽くすととも
に、試験の合格率アップにつながる講義
内容の質の向上に向けて研鑽を重ねてい
く所存です。
　全管連の会員の皆様方には、受験準備
講習会への参加はもちろん、下水道全般
の疑問等についてもご遠慮なくお問合せ
頂ければ幸いです。
（�東京都下水道サービス株式会社管路部　
土木技術課　Tel .03-3241-0074）


